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どこかで見たような・・・・・？で祭りを盛り上げます 

  

 

人 口 の う ご き 

平成２１年８月１日 

総人口   １０，２９１（±  ０） 

  男       ４，９２６（±  ０） 

女       ５，３６５（±  ０） 

世帯数    ５，５３１（＋  １） 

今 月 の 主 な 記 事 

○ みなと祭り……………………Ｐ２ 

○ ぎかいだより…………………Ｐ４ 

○お知らせ ……………………Ｐ１５ 

○戸籍の窓 ……………………Ｐ１９ 

○まちの話題 …………………Ｐ２０

カッコ内は前月との比較 

 



        １０月１１日（日） 第２５回町民体育大会      広報せとうち(２) 

歌謡・島唄大会 

八月踊り 
15 団体 

800 人 

市中パレード 
踊り 20 団体 

みこし５団体 

1，000 人 

舟こぎ競争 
151 チーム 

1，000 人 

             

             

８
月
８
日
と
９
日
、
第
２９

回
瀬
戸
内
町
み
な
と
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
８
日
に
は

市
中
パ
レ
ー
ド
、
歌
謡
・
島

唄
大
会
が
、
９
日
に
は
海
上

パ
レ
ー
ド
に
続
い
て
、
舟
こ

ぎ
競
争
、
八
月
踊
り
、
花
火

大
会
が
各
会
場
で
行
わ
れ
、

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
町
民
が
参
加
し
、
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

８
日
の
市
中
パ
レ
ー
ド
は

開
始
前
に
豪
雨
が
あ
り
、
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

町
民
の
熱
気
で
雨
も
上
が
り

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
祭
り
に
は
、
各
集

落
や
各
種
団
体
・
同
窓
会
な

ど
か
ら
、
の
べ
三
千
人
余
り

が
参
加
し
、
雨
を
も
吹
き
飛

ば
す
熱
気
で
、
華
や
か
に
町

内
を
練
り
歩
き
な
が
ら
、
踊

り
や
島
唄
、
舟
こ
ぎ
競
争
で

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。 

各
会
場
に
は
、
町
内
各
集

落
の
ほ
か
、
家
族
連
れ
、
帰

省
客
の
観
覧
、
応
援
す
る
姿

が
見
ら
れ
、
２
日
間
、
町
は

祭
り
一
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

      
 

        



広報せとうち(３)   １０月１１日（日） 第２５回町民体育大会 

【子供会対抗】  タイム １：３７：１１ 

① 瀬久井東子ども会Ａ ②船津子ども会Ｂ ③瀬久井西子ども会Ａ ④瀬久井子ども会Ｂ ⑤大湊子ども会Ａ 

② 瀬久井東子ども会Ｂ ②瀬相子クラブ   ③大湊子ども会Ｂ 

【集落対抗】   タイム １：２０：７２ 

①節子二双会Ａ ②油井青壮年団 ③生間集落 ④清水集落Ａ ⑤勝能集落 

【同窓対抗】   タイム １：２３：８２ 

①５６年生 ②ウィンズ 47Ａ ③３４年生同窓生 ④昭和３２年生 ⑤昭和３５年生Ｂ 

【女子対抗】   タイム １：３０：７７ 

①かけろまダック ②須子茂レディ－ス ③ベビーブーム 49Ａ ④チキンズ４４ ⑤ＧＯＴ‘Ｓ５２ 

【オープン対抗】 タイム １：２０：４３ 

①さくら会 ②加計呂麻連合青年団 ③チキンズ４４ ④剣道おやじ隊 ⑤あしょった 

            

 

◆ 舟 こ ぎ 競 争 成 績 ◆ 
 



１０月１１日（日）第２５回町民体育大会          広報せとうち（4） 
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★ こんなことを決めました ・・    ５ページ 

★ 一般質問（６名が登壇） ・・６ ～１１ページ 

★ 委員会活動 ・・・・・・・・１２～１３ページ 

★ 決議、第３回臨時会 ・・・・   １４ページ 

★ 編集後記  ・・・・・・・・   １４ページ 

第２回（６月）定例会 



                          

    

与
路
島
に
小
型
焼
却
炉
施

設
を
導
入 

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ

し
推
進
事
業
費
（
加
計
呂
麻

島
、
請
島
、
与
路
島
の
三
島

が
対
象
）
と
し
て
、
一
億
八

千
七
百
六
十
五
万
六
千
円
。 

主
な
内
容
は
、
与
路
島
に

小
型
焼
却
炉
施
設
九
百
九
十

万
円
、
農
道
整
備
千
二
百
五

十
万
円
、
請
島
に
ソ
テ
ツ
団

地
造
成
五
百
二
十
万
円
、
加

計
呂
麻
島
で
枯
松
支
障
木
除

去
三
千
五
百
万
円
、
観
光
物

産
宣
伝
対
策
八
百
三
十
万
円
、

排
水
施
設
（
勝
能
）
八
百
八

十
万
円
、
漁
港
整
備
（
秋
徳
）

一
千
万
円
、
港
湾
整
備
（
与

路
、
池
地
、
三
浦
）
三
千
八

百
五
十
万
円
、
環
境
保
全
対

策
（
安
脚
場
）
千
二
百
万
円
、

集
落
内
整
備
・
河
川
整
備
千

六
百
万
円
、
移
動
図
書
館
車

購
入
千
五
百
万
円
な
ど
で
す
。 

ま
た
、
情
報
通
信
施
設
整

備
事
業
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

整
備
）
加
計
呂
麻
島
、
請
島
、

与
路
島
及
び
管
鈍
地
区
に
二

千
六
百
万
円
。 

総
額
二
億
千
八
百
七
十
三

万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。 

     

工
事
内
容
は
、
防
波
堤
基

礎
工
、
被
覆
工
、
本
体
工
、

上
部
工
、
消
波
工
で
㈱
町
田

建
設
と
九
千
五
百
七
十
六
万

円
で
契
約
し
ま
し
た
。 

     

工
事
内
容
は
、泊
地
千
八
百

九
十
八
立
方
メ
ー
ト
ル
、
物

揚
場
四
十
メ
ー
ト
ル
、
船
揚

場
十
メ
ー
ト
ル
、
港
湾
施
設

用
地
二
十
七
メ
ー
ト
ル
、
道

路
二
十
四
メ
ー
ト
ル
で
㈱
町

田
建
設
と
六
千
六
十
九
万
円

で
契
約
し
ま
し
た
。 

    

新
規
計
画
の
主
な
も
の
は
、

秋
徳
漁
港
（
護
岸
嵩
上
工
）
、

池
地
地
区
（
安
全
防
護
柵
）
、

三
浦
地
区
（
桟
橋
工
）、
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
施
設
整
備

事
業
（
古
志
・
節
子
・
管
鈍

地
区
）、
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
整
備
事
業
、
加
計
呂
麻
南

部
簡
易
水
道
等
で
す
。 

    

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
一
億
九
千

万
円
を
補
正 

 

主
な
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業

は
、
農
地
環
境
整
備
七
百
万

円
、
林
業
環
境
整
備
八
百
七

十
万
円
、
加
計
呂
麻
島
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
運
営
費
六
百
万

円
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
購
入
四

百
五
十
万
円
、
各
集
落
内
整

備
・
河
川
整
備
二
千
七
百
万

円
、
町
営
住
宅
整
備
千
八
百

万
円
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
百
六
十
五
万
円
、
消
防

ホ
ー
ス
購
入
二
百
万
円
、
各

小
中
学
校
耐
震
診
断
六
百
九

十
五
万
円
等
で
す
。 

 

ま
た
、
奄
振
の
補
正
事
業

で
港
湾
改
修
（
加
計
呂
麻
港
、

与
路
港
）
、
海
岸
高
潮
対
策

（
与
路
海
岸
）
に
一
億
二
百

八
十
八
万
三
千
円
。 

 

総
額
三
億
三
千
九
百
六
十

九
万
四
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。 

     

第 2 回定例会は、6 月 18～23 日までの 6 日間の日程で開かれ、補正予算

議案 11 件、専決処分議案 6 件、条例改正議案 1 件、契約議案 2 件、選任同

意議案など 5 件の計 25 件の議案を可決しました。 

（主な議案の要旨は次のとおりです。）                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
２
号) 

加
計
呂
麻
港
（
伊
子
茂

地
区
）
改
修
工
事
契
約 

与
路
港
改
修
工
事 

（
一
工
区
）
契
約 

固
定
資
産
評
価
員
に 

奥
田
耕
三
氏
（
税
務
課

長
）
を
選
任 

町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更 

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
３
号) 



           

 

議
員 

紬
産
業
の
活
性
化

に
つ
い
て 

 

組
合
と
養
成
所
に
つ
い
て

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

一
、
本
町
の
組
合
員
は
、
何
名

で
出
資
金
は
い
く
ら
か
。 

 

町
長 

紬
組
合
の
組
合
員
は

現
在
、
十
六
名
で
四
十
七
口

の
出
資
で
す
。
出
資
一
口
の

金
額
は
一
万
円
で
す
。 

 

議
員 

二
、
組
合
員
の
資
格

と
は
ど
の
様
な
も
の
か
。 

 

町
長 

組
合
員
の
資
格
は
、

①
本
地
区
に
常
時
居
住
し
大

島
紬
の
製
造
業
（
加
工
、
染

色
を
含
む
。
）
、
又
は
小
売
業

で
一
年
以
上
の
実
績
を
有
す

る
者
で
あ
る
こ
と
。 

②
組
合
の
地
区
内
に
事
業
場

を
有
す
る
こ
と
。
と
規
定
し

て
い
ま
す
。 

 

議
員 

三
、
組
合
員
の
役
員

構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。 

 

町
長 

組
合
員
の
役
員
構
成

は
、
代
表
理
事
一
名
・
理
事

二
名
・
監
事
二
名
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

議
員 

水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て 

 
 

 

離
島
漁
業
の
再
生
支
援
の

た
め
、
再
生
交
付
金
が
奄
美
の

十
三
漁
業
集
落
に
総
額
二
億

七
千
万
円
、
瀬
戸
内
町
に
一
千

八
十
八
万
円
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
が
最
終
年
度

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
（
事
業
内
容
）、
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
、

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
十
七
年
度
か
ら

平
成
二
十
年
度
（
四
年
間
）

の
総
事
業
費
は
三
千
五
百
九

十
五
万
六
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
種
苗
放
流
、
藻
場
の
管

理
・
改
善
、
産
卵
場
、
育
成

場
の
整
備
、
植
樹
、
海
岸
清

掃
、
海
底
清
掃
、
漁
場
監
視
、

オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
、
サ
メ
駆

除
、
簡
易
加
工
、
販
路
拡
大
、

魚
食
普
及
、
出
荷
体
制
の
改

善
等
の
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。 

 

本
事
業
は
本
年
度
（
平
成

二
十
一
年
度
）
が
最
終
年
度

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
離
島

漁
業
の
再
生
を
図
る
上
で
大

き
な
効
果
が
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
町
水
産
業
の
振
興
を
推

進
す
る
上
か
ら
も
本
事
業
の

継
続
に
つ
い
て
各
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

県
・
国
に
要
望
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

環
境
の
整
備
に
つ

い
て 

一
、
ト
ン
キ
ャ
ン
、
清
水
間
の

遊
歩
道
の
復
旧
が
望
ま
れ
て

数
年
経
ち
ま
す
が
、
そ
の
お
考

え
は
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。 

 

町
長 

現
在
、
ま
ち
づ
く
り

観
光
課
の
補
助
事
業
等
で
修

復
は
出
来
る
か
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
附
属
幼
稚
園
の

裏
の
歩
道
が
、
舗
装
さ
れ
て
お

ら
ず
、
附
近
住
民
の
高
齢
者
の

方
が
、
転
倒
し
て
怪
我
を
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
又
、
下

段
の
畑
と
三
メ
ー
ト
ル
程
の

段
差
が
あ
り
ま
す
が
、
転
倒
防

止
柵
も
あ
り
ま
せ
ん
。
緊
急
の

対
策
を
望
み
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

歩
道
の
箇
所
は
私
有

地
と
な
っ
て
お
り
、
町
の
予

算
で
実
施
す
る
事
は
、
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

急
傾
斜
地
崩
壊
事
業
実
施

の
際
に
、
歩
道
の
舗
装
・
転

落
防
止
柵
を
同
時
に
で
き
な

い
か
県
の
方
に
要
望
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

新
聞
を
読
ん
で 

一
、
先
月
五
日
付
け
の
地
元
新

安 和弘議員 

第
２
回
定
例
会
で
は
、
６

名
の
議
員
が
町
政
全
般
に

亘
り
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。
要
約
し
て
、
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

中村義隆議員 



聞
で
県
が
発
表
し
た
四
月
一

日
現
在
、
推
計
人
口
が
九
千
八

百
九
十
九
人
と
な
り
、
始
め
て

一
万
人
を
割
っ
た
と
報
じ
て

い
ま
し
た
が
、
本
町
の
広
報

「
せ
と
う
ち
」
の
五
月
号
で
は
、

四
月
一
日
現
在
一
万
二
百
六

十
三
人
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

真
意
は
い
か
に
。 

 

町
長 

一
般
的
に
は
県
が
発

表
し
た
推
計
人
口
が
信
頼
性

が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
国
道
五
十
八
号

線
の
勝
浦
ト
ン
ネ
ル
が
今
年

度
中
に
開
通
し
ま
す
が
、
あ
と

の
網
野
子
ト
ン
ネ
ル
計
画
は
、

ど
の
よ
う
な
予
定
に
な
る
の

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

町
長 

着
工
時
期
等
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
未
定
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
町

と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
早

期
着
工
に
向
け
て
、
県
・
国

に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

議
員 

三
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
に
つ
い
て
、
本

町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
行

動
計
画
等
の
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
又
、

学
校
現
場
で
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。 

 

町
長 

広
報
誌
へ
の
連
載
に

よ
る
注
意
喚
起
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
、
役
場
内
の

対
策
本
部
設
置
要
綱
の
制
定

を
し
、
基
本
的
な
初
動
は
保

健
所
の
指
示
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
町
独
自
の
行
動
計

画
・
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
他
の
自
治
体
を
参
考

に
し
な
が
ら
案
を
策
定
し
て

い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。 

 

防
護
服
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
、
啓
発
用
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
の
消
耗
資
材
を
購
入

備
蓄
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。 

 
 教

育
長 

各
学
校
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
児
童

生
徒
の
健
康
観
察
及
び
保
健

指
導
を
徹
底
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 議

員 

町
民
の
元
気
の
た

め
に 

一
、
今
年
一
月
に
加
計
呂
麻
島

が
「
に
ほ
ん
の
里
」
百
選
に
選

ば
れ
て
全
国
に
観
光
Ｐ
Ｒ
を

発
信
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が

半
年
近
く
に
な
り
、
ど
の
よ
う

な
反
響
が
あ
っ
た
の
か
。 

ま
た
、
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
は
。 

 

町
長 

朝
日
新
聞
（
全
国
版
）

に
加
計
呂
麻
島
の
写
真
や
記

事
が
大
き
く
紹
介
さ
れ
る
な

ど
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た 

。 

 

今
後
は
里
と
都
市
と
の
交

流
、
情
報
の
発
信
や
百
選
の

里
の
産
品
を
朝
日
新
聞
・
テ

レ
ビ
朝
日
系
列
の
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
広
く
全
国
の
読
者

や
視
聴
者
に
対
し
て
販
売
す

る
テ
ス
ト
事
業
も
検
討
し
て

お
り
ま
す
。 

 

議
員 

教
育
行
政
に
つ
い

て 一
、
中
学
校
の
免
許
外
教
科
担

任
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は
。 

 

教
育
長 

本
町
で
は
、
小
規

模
か
ら
な
る
中
学
校
が
多
く
、

理
科
、
美
術
、
音
楽
、
技
術

な
ど
の
免
許
を
持
つ
教
員
が

少
な
く
、
免
許
外
教
科
と
し

て
授
業
を
進
め
て
い
る
現
状

で
す
。 

 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
実
態

を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
学
校

間
兼
務
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
町
教
育
委
員

会
と
し
て
、
今
後
と
も
免
許

状
を
有
す
る
非
常
勤
講
師
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

複
数
免
許
状
を
有
す
る
教
員

の
配
置
を
県
教
委
へ
お
願
い

し
な
が
ら
、
本
町
に
お
け
る

中
学
校
免
許
外
教
科
担
任
の

解
消
に
努
め
て
参
り
ま
す 

 

 

 

議
員 

環
境
整
備
に
つ
い

て 一
、
環
境
省
も
奨
励
し
て
い
る
、

風
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
の
施

設
建
設
の
計
画
は
な
い
か
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

太
陽
光
発
電
の
施
設

建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
策

定
さ
れ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
を
基
と
し
て
、
平
成

十
九
年
度
に
落
成
し
た
海
の

駅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

渡島芳臣議員 



を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。 

 

風
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

は
、
あ
る
一
定
の
単
位
風
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
確
保
で
き
る

設
置
エ
リ
ア
が
数
カ
所
あ
り

ま
す
が
、
地
理
的
・
地
形
的

に
辺
鄙
な
場
所
に
あ
り
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
等
を
考
慮
し
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
親
子
で
遊
べ
る

公
園
施
設
は
出
来
な
い
か
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

今
の
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
、
公
園
施
設
整
備
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
全
体
で
は
清
水
公
園
・
ホ

ノ
ホ
シ
海
岸
は
広
い
面
積
が

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
た
ら

そ
ち
ら
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

三
、
本
町
に
は
、
漁

船
、
貸
切
船
、
小
型
船
、
ヨ
ッ

ト
等
多
数
の
船
舶
が
い
ま
す

が
、
専
用
の
避
難
港
建
設
の
構

想
は
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

町
長 

古
仁
屋
漁
港
広
域

（
特
定
）
事
業
の
船
津
地
区

が
平
成
二
十
三
年
度
に
完
了

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
瀬
久
井
・
芦
瀬
地
区
前

面
に
ヨ
ッ
ト
・
ク
ル
ー
ザ
ー

等
が
入
港
で
き
る
マ
リ
ー
ナ

ー
整
備
を
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

今
後
、
避
難
港
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
地
理
的
条
件
や

事
業
導
入
の
可
能
性
を
検
証

し
な
が
ら
整
備
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

議
員 

文
化
財
の
保
護
に

つ
い
て 

 

本
町
に
は
、
諸
鈍
シ
バ
ヤ
、

油
井
の
豊
年
踊
り
、
網
野
子
の

ア
ン
ド
ン
デ
ー
等
を
始
め
他

に
も
文
化
財
が
あ
り
ま
す
が
、

保
存
継
承
に
あ
た
り
本
町
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 

 

教
育
長 

三
つ
の
保
存
会
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
万
円
の
交

付
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
計
画
的
に
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
踏
ま
え
、
緊
急
度
を
考

慮
し
な
が
ら
計
画
的
、
効
果

的
な
文
化
財
保
護
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

議
員 

教
育
関
係
に
つ
い

て 

 

全
国
学
力
テ
ス
ト
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、
生
徒
の
学
力

の
水
準
と
今
後
の
対
策
を
伺

い
ま
す
。 

 

教
育
長 

小
学
校
六
年
生
と

中
学
校
三
年
生
と
も
県
平
均
、

全
国
平
均
を
下
回
る
と
い
う

芳
し
く
な
い
結
果
で
あ
り
ま

し
た
。 

 

今
後
の
対
策
と
し
ま
し
て
、 

① 

少
人
数
指
導
や
習
熟
度

別
指
導
の
徹
底
な
ど
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を

行
う
。 

② 

小
中
連
携
に
よ
る
公
開

授
業
や
授
業
研
究
を
通
し
た

指
導
法
の
改
善
を
図
る
。 

③ 

授
業
と
関
連
し
た
宿
題
、

自
主
的
な
学
習
等
に
よ
る
家

庭
学
習
の
習
慣
化
を
図
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
、

計
画
的
・
具
体
的
に
進
め
て

参
り
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

行
財
政
改
革
に
つ

い
て 

 
平
成
十
七
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
の
進
捗
状
況
と
平
成
二
十

二
年
度
か
ら
の
「
新
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
策
定
に
向
け
た
取
組

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

実
施
状
況
は
一
部
を

除
く
と
ほ
ぼ
計
画
は
達
成
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

七
月
中
に
は
、「
新
集
中
改
革

プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」
を
開

催
し
、
順
次
分
野
ご
と
に
検

討
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、

本
町
の
行
財
政
改
革
推
進
に

向
け
「
新
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

策
定
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。 

 

議
員 

農
業
振
興
に
つ
い

て 

 

本
町
の
農
業
振
興
策
の
現

状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

本
町
の
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化

向野 忍議員 



と
新
規
就
農
者
不
足
等
に
よ

り
、
農
業
の
担
い
手
や
後
継

者
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
担
い
手
や
新
規
就
農
者

の
育
成
と
し
て
、
瀬
戸
内
町

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
た
基
礎
知
識
及
び
栽
培
技

術
の
取
得
、
経
営
管
理
等
の

各
種
研
修
会
に
よ
り
本
町
の

中
核
的
農
家
と
し
て
自
立
で

き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
改
善

に
必
要
な
課
題
に
つ
い
て
、

事
業
活
用
を
含
め
集
中
的
な

支
援
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

教
育
に
つ
い
て 

一
、
本
町
の
教
育
環
境
、
教
育

行
政
の
実
情
、
課
題
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
教
育
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

「
た
く
ま
し
く
、

心
豊
な
人
づ
く
り
」
を
教
育

行
政
の
基
本
に
捉
え
、
人
・

も
の
・
自
然
に
優
し
い
人
づ

く
り
を
目
指
し
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
の
連
携
に
よ

る
教
育
環
境
の
改
善
を
積
極

的
に
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
教
育
改
革
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
、
本
町
の
実
情

に
合
致
し
た
、
本
町
独
自
の
教

育
基
本
構
想
、
基
本
計
画
を
策

定
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

教
育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

「
瀬
戸
内
町
長
期

振
興
計
画
」
の
中
で
、
瀬
戸

内
町
の
教
育
振
興
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
及
び
施
策
を

お
示
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

 

町
独
自
の
教
育
振
興
基
本

計
画
の
策
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
鹿
児
島
県
教
育
振
興
基

本
計
画
」
等
を
参
酌
し
、
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

議

員 

古
仁
屋
高
校
存

続
・
活
性
化
に
つ
い
て 

 

本
町
の
教
育
再
生
の
た
め

に
も
古
仁
屋
高
校
の
灯
り
を

絶
対
に
消
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

古
仁
屋
高
校
存
続
・
活
性
化

に
つ
い
て
町
長
、
教
育
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

地
元
に
あ
る
古
仁

屋
高
校
を
ど
の
よ
う
な
価
値

観
で
見
て
い
た
の
か
の
解
明

を
し
、
今
後
も
、
町
民
一
丸

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
い
、

積
極
的
に
古
仁
屋
高
校
の
存

続
、
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

町
長 
県
教
育
長
へ
古
仁
屋

高
校
存
続
に
つ
い
て
協
議
、

町
の
活
性
化
支
援
策
等
に
つ

い
て
説
明
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
私
も
町
長
と
し

て
地
元
に
あ
る
高
校
と
い
う

こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
考
え
、
積

極
的
に
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

行
財
政
改
革
に
つ

い
て 

 

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革

の
実
績
を
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。 

一
、
定
員
及
び
給
与
等
の
適
正

化
に
つ
い
て 

 

町
長 

収
入
役
制
度
の
廃
止

や
議
会
議
員
の
定
数
削
減
、

特
別
職
・
議
員
報
酬
・
各
種

委
員
報
酬
の
削
減
、
職
員
給

与
の
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

数
値
目
標
に
沿
っ
て
定
員
削

減
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

議
員 

二
、
行
政
事
務
の
整

理
・
合
理
化
に
つ
い
て 

 

町
長 

類
似
事
業
の
統
廃
合
、

指
定
金
融
機
関
の
設
置
、
戸

籍
の
電
算
化
や
組
織
機
構
の

再
編
等
を
行
い
事
務
の
効
率

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

議
員 

三
、
投
資
的
経
費
の

圧
縮
に
つ
い
て 

 

町
長 

公
営
住
宅
の
建
替
え
、

移
動
通
信
鉄
塔
の
整
備
、
太

陽
光
発
電
の
整
備
等
の
新
規

事
業
を
取
り
組
み
な
が
ら
も

事
業
の
見
直
し
等
を
図
り
な

が
ら
事
業
費
の
圧
縮
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
。 

 

議
員 

定
住
促
進
に
つ
い

て 

 

本
町
の
人
口
減
は
他
の
町

村
に
比
べ
異
常
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
町
長
は
マ
ス
コ
ミ
の
取

材
に
対
し
、
人
口
減
の
対
策
と

岩井義照議員 



し
て
交
流
人
口
の
増
を
図
り

た
い
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
交
流
人
口
と
は
何
で

あ
る
の
か
、
本
町
に
も
た
ら
す

経
済
効
果
と
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

町
長 

交
流
人
口
と
は
、
そ

の
地
域
に
何
ら
か
の
目
的
を

も
っ
て
訪
れ
る
人
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
年
度
中
の
実
績

と
し
て
、
観
光
客
入
り
込
み

数
は
十
二
万
七
千
九
百
五
十

四
人
、
入
港
自
衛
艦
乗
員
数

は
四
千
百
三
十
七
人
で
、
計

十
三
万
二
千
九
十
一
人
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
経
済
効
果
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
が
本

町
で
平
均
一
万
円
程
消
費
し

た
と
仮
定
し
、
約
十
三
億
二

千
万
余
の
経
済
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

  

議
員 

ソ
テ
ツ
振
興
に
つ

い
て 与

路
島
・
請
島･

加
計
呂
麻

島
に
現
在
、
約
五
十
万
株
の
苗

が
在
庫
と
し
て
畑
に
長
期
間

放
置
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
農
地
流
動
化
の
面
か
ら

し
て
も
問
題
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
奄
振
の
自
然
再
生
公
共

事
業
等
を
活
用
し
て
、
農
地
整

備
し
た
畑
の
畦
畔
に
ソ
テ
ツ

を
植
栽
す
る
こ
と
で
町
の
経

済
も
活
気
づ
く
も
の
で
あ
る
。

本
町
奄
振
事
業
の
目
玉
と
し

て
推
進
す
る
お
考
え
は
な
い

か
、
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

町
長 

奄
振
事
業
等
に
よ
る

在
庫
ソ
テ
ツ
株
を
活
用
し
た

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

次
期
奄
振
に
「
世
界
自
然
遺

産
登
録
を
視
野
に
入
れ
た
人

と
自
然
が
共
生
す
る
地
域
づ

く
り
」
の
中
で
「
自
然
環
境

配
慮
型
・
自
然
再
生
型
公
共

事
業
等
の
実
施
」
と
し
て
「
法

面
等
へ
の
在
来
植
物
の
植
栽

な
ど
自
然
環
境
配
慮
型
の
公

共
事
業
へ
の
取
組
み
を
推
進

す
る
」
と
提
案
さ
れ
て
お
り

す
。 

 

畦
畔
崩
壊
防
止
・
暴
風
対

策
等
と
し
て
、
事
業
等
に
取

込
み
活
用
を
図
れ
な
い
か
関

係
機
関
と
協
議
を
行
い
検
討

い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

古
仁
屋
高
校
の
存

続
・
活
性
化
に
つ
い
て 

一
、
古
仁
屋
高
校
の
存
続
問
題

は
、
も
は
や
、
単
な
る
教
育
問

題
で
は
な
く
、
本
町
の
存
続
問

題
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
が
、

も
し
、
古
仁
屋
高
校
が
廃
校
と

な
っ
た
場
合
、
本
町
行
政
の
関

係
す
る
各
課
に
与
え
る
影
響

と
予
想
さ
れ
る
損
失
額
を
伺

い
ま
す
。 

 

教
育
長 

古
仁
屋
高
校
が
廃

校
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

大
き
な
影
響
を
被
る
の
は
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
は
勿
論
、

町
経
済
事
情
に
も
多
大
な
影

響
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
予
想
の
出
来
な
い
こ

と
も
出
て
来
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
加
計
呂
麻
か
ら

古
仁
屋
高
校
に
通
う
生
徒
の

保
護
者
よ
り
、
通
学
費
や
交
通

の
便
に
つ
い
て
、
「
善
処
で
き

な
い
か
」
と
の
声
を
聞
く
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

町
に
は
補
助
金
交

付
規
程
が
あ
り
、
そ
の
要
綱

に
よ
っ
て
補
助
が
こ
れ
ま
で

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、

古
仁
屋
高
校
か
ら
の
申
し
出

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
現
状

に
つ
い
て
調
査
し
、
把
握
し

た
上
で
検
討
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

町
内
の
中
学
校
に

つ
い
て 

一
、
先
般
策
定
さ
れ
た
「
瀬
戸

内
町
長
期
振
興
計
画
」
に
よ
る

と
、
加
計
呂
麻
に
お
け
る
公
立

中
学
校
統
廃
合
事
業
と
し
て
、

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
二
十

五
年
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
統

合
の
目
標
年
度
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

早
急
に
推
進
本
部

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
全

町
的
な
取
組
み
の
下
、
推
進

し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
具
体
的
な
統

合
目
標
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
推
進
本
部
に
お
い
て
決

定
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
学
校
部
活
動
支

鎌田愛人議員 



援
と
し
て
、
外
部
指
導
者
派
遣

制
度
導
入
に
つ
い
て
、
部
活
支

援
の
要
綱
等
、
作
成
さ
れ
た
の

か
。 又

、
役
場
職
員
に
よ
る
支
援

体
制
の
確
立
は
図
れ
な
い
の

か
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

支
援
要
綱
作
成
に

つ
い
て
は
、
学
校
と
町
体
育

協
会
が
連
携
し
て
、
生
徒
の

健
全
育
成
や
技
術
の
向
上
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
と

し
て
、
部
活
動
支
援
連
絡
会

を
年
三
回
設
け
る
こ
と
を
決

め
て
い
ま
す
。 

次
に
、
役
場
職
員
に
よ
る

支
援
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
三
部
活
動
に
役

場
職
員
が
指
導
員
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

練
習
時
間
等
の
関
係
に
よ
る

町
職
員
の
勤
務
時
間
内
派
遣

に
つ
い
て
の
依
頼
が
あ
る
場

合
は
随
時
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

議
員 

共
生
・
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

一
、
先
般
策
定
さ
れ
た
「
瀬
戸

内
町
長
期
振
興
計
画
」
に
明
記

さ
れ
て
い
る
「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
職
員
配
置
構
想
」
に
つ
い

て
、
何
年
度
を
目
標
と
し
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
形
態
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 
本
年
度
よ
り
先
進
地

視
察
等
も
含
め
た
予
算
措
置

を
行
い
、
庁
舎
内
の
推
進
協

力
体
制
を
整
備
し
つ
つ
、
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に

積
極
的
に
活
動
で
き
る
と
こ

ろ
を
応
募
し
、
モ
デ
ル
地
区

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

形
態
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
課
題
を
理
解
し
つ
つ
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
員
と

一
緒
に
な
っ
て
実
情
に
応
じ

た
活
性
化
プ
ラ
ン
を
作
成
し

実
施
に
向
け
て
行
政
と
調
整

で
き
る
職
員
が
必
要
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
古
仁
屋
市
街
地

に
お
い
て
、
毎
月
第
三
日
曜
日

を
「
市
街
地
自
治
会
清
掃
の

日
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
市

街
地
清
掃
の
日
」
に
対
す
る
町

長
の
認
識
と
今
後
の
方
向
性

を
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

今
後
、
学
校
（
古

仁
屋
小
・
中
学
校
・
高
校
）
、

家
庭
、
地
域
、
行
政
が
一
体

と
な
り
、
夏
の
青
少
年
ふ
る

さ
と
美
化
活
動
、
冬
の
年
末

美
化
活
動
と
連
動
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

推
進
を
図
り
、
町
民
が
住
み

た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
継
続
的
に
根
気
強

く
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

   
 

 
 

 

                          

         

第２回定例会において『活力あるまちづくり調査特別委員会』を議長を除く

議員９名で設置し、委員長に岡田弘通氏、副委員長に鎌田愛人氏を選任しまし

た。 

「活力あるまちづくり」を推進するため、①行財政改革について ②まちの

振興策について ③古仁屋高校の存続・活性化についてなどの調査・研究を行

うものです。 



    

第
二
回
定
例
会
で
は
、
総

務
経
済
常
任
委
員
会
（
向
野

忍
委
員
長
）、
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
（
鎌
田
愛
人
委
員
長
）

に
付
託
さ
れ
て
い
た
案
件
に

対
し
て
の
委
員
長
報
告
が
な

さ
れ
ま
し
た
。（
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
す
。） 

       

地
域
再
生
や
住
民
福
祉
の

充
実
向
上
を
図
っ
て
い
る
鹿

屋
市
串
良
町
柳
谷
地
区
（
通

称
・
や
ね
だ
ん
地
区
）
の
先

進
地
視
察
調
査
を
行
い
ま
し

た
。 

 

当
地
区
は
、畜
産
を
主
産
業

と
す
る
農
業
集
落
で
あ
り
、

高
齢
化
と
共
に
地
域
活
動
も

低
迷
し
、「
準
限
界
集
落
」
の

地
域
で
あ
る
が
、
平
成
８
年
、

一
人
の
自
治
公
民
館
長
で
あ

る
リ
ー
ダ
ー
誕
生
（
豊
重
哲

郎
氏
）
に
よ
り
、
集
落
総
参

加
で
労
力
や
経
験
を
提
供
し

あ
い
、
土
着
菌
を
使
っ
た
土

作
り
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
焼
酎

づ
く
り
な
ど
独
自
の
商
品
開

発
で
自
主
財
源
を
増
や
し
た

ほ
か
、
住
民
の
工
夫
で
福
祉

や
教
育
も
充
実
さ
せ
、
地
域  

豊
重
氏
と
意
見
交
換 

再
生
に
成
功
し
て
い
る
地
域

で
あ
り
ま
す
。 

本
委
員
会
で
は
、「
地
域
づ 

く
り
と
は
何
か
。」、「
地
域
づ

く
り
の
核
と
な
る
も
の
は
何

か
。」、「
地
域
づ
く
り
の
方
向

性
と
位
置
付
け
。」
な
ど
に
観

点
を
置
き
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
先
例
地
の
貴
重
な

成
功
事
例
、
課
題
が
見
え
て

き
ま
し
た
の
で
、
視
察
調
査

の
所
見
を
報
告
し
ま
す
。 

一
．〈
地
域
づ
く
り
に
必
要
な

こ
と
〉 

①
補
助
金
に
よ
る
振
興
策
は

完
成
し
て
終
わ
り
。
そ
れ
で

は
人
も
地
域
も
育
た
な
い
と

考
え
、
自
分
た
ち
の
工
夫
と

努
力
で
自
主
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。 

地
域
づ
く
り
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
け
で
は
長
続
き
し

な
い
。
活
動
資
金
を
生
み
出

す
こ
と
は
、
地
域
づ
く
り
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る
。 

②
地
域
づ
く
り
に
補
欠
は
な

い
。
老
人
か
ら
子
供
ま
で
集

落
民
全
て
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で

あ
る
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
出
番

を
つ
く
り
、
全
て
の
人
が
持

っ
て
い
る
特
性
を
生
か
す
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。 

③
集
落
民
全
体
が
互
い
に
感

動
と
感
謝
の
気
持
ち
を
共
有

す
る
こ
と
が
、
地
域
活
性
化

の
大
き
な
要
素
と
な
る
。 

④
自
分
た
ち
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
す
る
。
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
に
誇
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。 

⑤
自
治
活
動
は
「
楽
し
さ
」

「
感
動
」
が
な
い
と
続
か
な

い
。
互
い
に
考
え
、
汗
を
流

し
、
成
果
を
出
す
過
程
で
得

ら
れ
る
。
命
令
や
無
理
強
い

は
し
な
い
。 

⑥
住
民
総
参
加
の
素
地
を
つ

く
る
一
つ
の
手
法
は
、
子
供

の
興
味
を
く
す
ぐ
る
こ
と
。

子
供
が
動
け
ば
、
親
が
動
き
、

祖
父
母
も
動
く
。 

二
．〈
地
域
再
生
に
リ
ー
ダ
ー

は
不
可
欠
〉 

①
地
域
再
生
に
リ
ー
ダ
ー
は

不
可
欠
。
地
域
を
担
う
「
覚

悟
」
と
率
先
し
て
汗
を
流
す

「
行
動
力
」
さ
え
あ
れ
ば
、

リ
ー
ダ
ー
の
資
格
は
あ
る
。

情
熱
を
も
っ
て
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
は
、
地
域
づ
く
り
の
大
き

な
要
素
と
な
る
。
後
継
者
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
有
望
な

若
手
に
地
域
の
要
職
を
任
せ
、

リ
ー
ダ
ー
と
行
動
を
共
に
す

る
こ
と
で
「
次
は
自
分
の
番
」

と
い
う
こ
と
で
後
継
者
の
自

覚
が
育
っ
て
い
く
。 

〈
所
見
〉 

 

豊
重
氏
が
柳
谷
地
区
の
地

域
活
動
を
始
め
て
か
ら
今
年

で
十
三
年
。
二
〇
〇
九
年
の

同
地
区
の
人
口
は
三
百
十
四

名
、
対
二
〇
〇
五
年
比
十
八

名
の
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
地
区
は
地
域
づ
く

『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
関
す
る
』
所
管

事
務
調
査 



り
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
テ

レ
ビ
放
映
な
ど
も
あ
り
、
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
故
郷
に
誇
り
を
持
つ
人

が
増
え
て
き
つ
つ
あ
り
、
地

元
に
住
ん
で
い
る
人
も
明
る

く
な
り
集
落
に
活
気
が
出
て

き
た
と
言
い
ま
す
。 

 

地
域
づ
く
り
は
、
自
分
た

ち
の
周
り
の
問
題
を
自
分
た

ち
で
解
決
し
て
い
く
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。「
課
題
が
改

善
さ
れ
る
と
暮
ら
し
が
良
く

な
り
、
や
る
気
が
生
ま
れ
て

感
動
を
生
み
、
次
の
活
動
へ

と
つ
な
が
る
」「
集
落
の
宝
は

人
。
人
を
動
か
す
こ
と
は
、

人
の
心
を
動
か
す
こ
と
か
ら

始
ま
る
」
と
い
い
ま
す
。
こ

こ
に
地
域
づ
く
り
の
原
点
が

集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。 

「
地
域
づ
く
り
」
の
成
功

事
例
を
そ
っ
く
り
コ
ピ
ー
し

て
、
私
た
ち
の
町
の
「
地
域

づ
く
り
」
が
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

本
町
の
「
地
域
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
上
で
最
も
大
事

な
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
真
剣
に
見
つ
め
、
地
域

の
問
題
・
課
題
を
明
白
に
し
、

住
民
一
体
と
な
っ
て
、「
瀬
戸

内
ブ
ラ
ン
ド
の
地
域
づ
く

り
」
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

以
上
、「
地
域
づ
く
り
に
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
は
不
可
欠
の

課
題
」
で
、
本
町
に
は
五
十

六
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
町

当
局
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
集
落
の
特
性
を
生
か
し

た
地
域
づ
く
り
に
真
剣
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
、
特
に
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
に
つ
い
て
は

早
急
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、

当
委
員
会
の
調
査
事
項
が
本

町
地
域
づ
く
り
の
一
端
に
資

す
る
こ
と
を
祈
念
し
、
調
査

報
告
と
し
ま
す
。 

     

実
久
集
落
よ
り
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。「
美
里
川
（
水
路
）

護
岸
工
事
に
つ
い
て
の
陳

情
」
の
現
地
調
査
を
四
月
十

四
日
に
行
い
、
緊
急
に
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
結
論

に
達
し
、
全
会
一
致
で
採
択

と
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 

美
里
川
を
現
地
調
査
す
る
委
員 

             

～
あ
ら
ゆ
る
財
源 

活
用
し
実
施
を
～ 

 

古
仁
屋
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

よ
り
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た

２
件
の
陳
情
審
査
を
五
月
二

十
九
日
に
、
教
育
委
員
会
総

務
課
長
よ
り
見
解
と
処
理
方

針
に
つ
い
て
。
六
月
十
七
日

に
は
、
古
仁
屋
高
校
に
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
学
校
長
、
教
頭
、

事
務
長
よ
り
意
見
聴
取
を
行

い
ま
し
た
。 

委
員
会
と
し
て
は
、
陳
情

の
趣
旨
は
充
分
に
理
解
で
き

る
。 ま

た
、
古
仁
屋
高
校
の
存

続
対
策
の
観
点
か
ら
も
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
全
会
一
致
で
採
択
と
決
定

し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
上
記
の
陳
情
に
対

し
て
、
議
会
の
意
見
を
次
の

と
お
り
提
出
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

 

『
古
仁
屋
高
等
学
校
人
材
育

成
奨
学
金
制
度
の
延
長
に
つ

い
て
』
意
見 

 

①
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
等
、

あ
ら
ゆ
る
財
源
を
活
用
し
て

で
も
、
こ
の
制
度
を
復
活
す

べ
き
で
あ
る
。 

②
古
仁
屋
高
校
存
続
に
つ
い

て
は
、
こ
の
２
、
３
年
が
最

も
大
事
で
あ
る
の
で
、
こ
の

制
度
を
復
活
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

『
実
久
集
落
美
里
川
（
水

路
）
護
岸
工
事
に
つ
い
て

の
陳
情
』
を
採
択 

『
古
仁
屋
高
等
学
校
人

材
育
成
奨
学
金
制
度
の

延
長
に
つ
い
て
』 

『
古
仁
屋
高
等
学
校
海

外
修
学
旅
行
補
助
金
の

使
途
変
更
に
つ
い
て
』 

両
陳
情
を
採
択 



『
古
仁
屋
高
等
学
校
海
外
修

学
旅
行
補
助
金
の
使
途
変
更

に
つ
い
て
』
意
見 

  

古
仁
屋
高
等
学
校
海
外
修

学
旅
行
補
助
金
実
施
要
綱
の

「
海
外
研
修
に
伴
う
」
の
部

分
の
「
海
外
」
の
部
分
を
削

除
し
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、

補
助
金
を
交
付
す
べ
き
で
あ

る
。 

 

 

活
性
化
に
取
組
む
古
仁
屋
高
校 

   

町
民
が
振
り
込
め
詐
欺
に
遭

わ
な
い
た
め
の
防
止
対
策
を
積

極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
本
町

議
会
は
、「
振
り
込
め
詐
欺
に
関

す
る
決
議
」
を
第
２
回
定
例
会

に
お
い
て
決
議
し
ま
し
た
。 

振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
に
関

す
る
決
議 

 

近
年
、
振
り
込
め
詐
欺
（
オ

レ
オ
レ
詐
欺
・
架
空
請
求
詐

欺
・
融
資
保
証
金
詐
欺
・
還

付
金
詐
欺
）
に
よ
る
被
害
は

全
国
的
に
急
増
し
、
市
民
生

活
を
脅
か
す
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
一
年
間
の
振
り
込
め

詐
欺
に
よ
る
被
害
総
額
は
、

全
国
で
も
約
二
百
七
十
六
億

円
、
鹿
児
島
県
内
に
お
い
て

は
、
一
億
四
千
二
百
万
円
余

り
に
も
達
し
、
瀬
戸
内
警
察

署
管
内
に
お
い
て
も
二
件
の

振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
し
、

二
件
合
計
で
約
二
百
二
十
万

円
と
い
う
町
民
の
貴
重
な
財

産
が
振
り
込
め
詐
欺
に
よ
っ

て
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
に
入
っ
て
も

振
り
込
め
詐
欺
被
害
は
後
を

絶
た
ず
、
鹿
児
島
県
内
に
お

い
て
は
、
四
月
末
現
在
で
五

十
一
件
に
も
上
っ
て
い
る
こ

と
や
、
現
に
瀬
戸
内
警
察
署

管
内
で
も
一
件
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
な

る
被
害
の
拡
大
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
町

民
の
負
託
を
受
け
た
我
々
の

重
大
な
任
務
で
あ
り
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
は
、
人
々
の

不
安
に
つ
け
込
み
、
家
族
へ

の
愛
情
を
悪
用
し
て
町
民
の

財
産
を
奪
う
卑
劣
な
犯
罪
で

あ
り
、
特
に
高
齢
者
や
女
性

を
標
的
に
す
る
な
ど
決
し
て

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

よ
っ
て
、
本
町
議
会
は
、

町
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
立
場
か
ら
、
警
察

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
町

民
と
一
体
と
な
っ
て
振
り
込

め
詐
欺
に
対
す
る
姿
勢
を
明

確
に
示
す
と
と
も
に
、
す
べ

て
の
町
民
が
そ
の
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
防
止
策
を
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
決

意
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

以
上
、
決
議
す
る
。 

瀬
戸
内
町
議
会 

   

七
月
十
四
日
に
第
３
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
特
別
委

員
長
中
間
報
告
と
契
約
議
案

一
件
、
公
有
水
面
埋
立
議
案

一
件
の
計
二
件
の
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

    

旧
船
津
保
育
所
跡
地
の 

建
物
Ｒ
Ｃ
二
階
建
、
延
床
総

面
積
４
９
８
・
０
５
㎡
、
敷

地
面
積
６
８
６
・
４
０
㎡
、

屋
外
遊
戯
場
４
３
７
・
７
９

㎡
を
「
社
会
福
祉
法
人
幸
喜

会
理
事
長 

程
卓
郎
」
に
無

償
で
貸
付
け
る
も
の
で
す
。 

                     
旧
船
津
保
育
所
跡
地
の

無
償
貸
付
契
約 

  

夏
本
番
、
毎
日
暑
い
日
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
議
会

は
十
名
の
議
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
山
積
す
る
課
題
に
信
念
を

持
っ
て
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

今
号
か
ら
構
成
内
容
を
見
直

し
、
第
１
３
４
号
（
合
併
号
第

一
号
）
と
し
て
編
集
し
ま
し
た
。 

 

町
民
の
皆
様
に
解
り
や
す

く
、
親
し
め
る
議
会
報
づ
く
り

に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
向
野
） 

議
会
報
編
集
委
員
会 

 
 

委
員
長 

 

向
野 

 

忍 

 
 

副
委
員
長 

鎌
田 

愛
人 

 
 

委 

員 
 

堯 
 

文
俊 

 
 

 

〃 
 

 

岡
田 

弘
通 

 
 

 

〃 
 

 

林 
 

健
二 

            



広報せとうち（15） １０月１１日（日） 第２５回町民体育大会  

   

☆ ９月は「船員労働安全衛生月間」です ☆ 

国土交通省では、昭和３２年以来毎年９月に「船員労働安全衛生月間」を実施 

し、全国的に船員の災害防止と安全衛生に対する意識の高揚を図っています。 

本年は、”元気に乗船 事故なく下船、家族の笑顔がエネルギー“ を 

スローガンに本月間中、九州運輸局鹿児島運輸支局等が船員の労働安全・衛星

指導等を実施するほか、船員法指定病院の協力を得て、船員の無料健康相談所

を開設します。 

【無料健康相談所解説病院】 

    いづはら医院（瀬戸内町古仁屋大湊７ ℡ ７２－１２３７） 

 詳しくは、九州運輸局鹿児島運輸局船員担当（℡０９９－２２２－５６６０） 
までお問い合わせ下さい。 

 

☆ 「いじめダイヤルの開設」について ☆ 

 

教育委員会では、「瀬戸内町いじめダイヤル」を開設しています！ 

 

 【相 談 日】 毎週 月曜日・木曜日の両日 

 
【相談時間】 午前９時から午後４時まで 

 

 【相談内容】 いじめに関すること 

        友人関係に関すること 

登校拒否（不登校）に関すること 

生活の乱れ（夜間外出・喫煙・暴力等）に関すること 

学業及び進路に関すること 

その他困っていること 

 

【相 談 員】 南澤 恭子先生 

 

【相談場所】 役場３階 教育委員会相談室 

 

【相談電話】 ７２―０９９５ 

 

※ 相談内容についての秘密は厳守します。お気軽に相談ください。 

 



１０月１１日（日） 第２５回町民体育大会 広報せとうち（16） 

☆ 医療連携体制についてお知らせ ☆ 

県では、地域住民が、いつでも、どこでも安全で安心な質の高い医療サービス 

を受けられるよう、地域の限られた医療資源を有効活用し、医療機関等の連携 

による切れ目のない医療提供体制の整備を進めております。 

奄美地域におきましては、「奄美保健医療圏地域医療連携計画」を平成２１年

3 月に策定するとともに、県のホームページに奄美地域の脳卒中医療連携に係る

応急施設・急性期施設・回復期施設・維持期施設・かかりつけの施設について

「医療機能の基準及び医療機能を担う医療機関一覧」を公表しました。 

詳細については、県のホームページをご覧ください。 

【問い合わせ先】 

  大島支庁 名瀬保健所 担当 勇・岩元 ℡ ０９９７―５２－５４１１ 

☆ 簡易水道料金の変更について ☆ 

平成２１年１０月１日より、阿木名地区の簡易水道料金が変わります！ 

 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施工により、平成２０年度

決算より資金不足比率が２０％以上の公営企業では、経営健全化計画の策定が

義務付けられ、経営の健全化対策が強く求められるようになりました。（本事業

会計は平成２０年度決算では資金不足率が 141.3％であります。） 

 このようなことから、今後も厳しい財政状況による企業運営が予想されるとと

もに、町民の公正かつ公平な負担等の観点からも、簡易水道料金体系が全地区

同一になるように、阿木名地区簡易水道料金を平成２１年１０月１日より、下

記の料金に変更するものであります。 

一般用          現 行    改 定 
  基本料金       ３３０円 ⇒ ６００円 
  １ ㎥ 当り        ６５円 ⇒ １１０円 
メーター使用料      現 行    改 定 
  １箇月         ４５円 ⇒  ６０円 

※ 趣旨をご理解いただき、利用者のご協力をお願いします。 

【問い合わせ先】 役場 水道課 ℡ ７２-１１１１ 

 
 

日常生活において、常時特別な介護を要するような在宅の重度障害のある方

については、その障害のために必要となる特別な負担の軽減を図ることを目的

とした特別障害者手当の支給制度があります。 
【支 給 額】 月 額 ２６，４４０円 
【問い合わせ先】 該当する障害の程度や受給の要件などの詳しいことは 

役場保健福祉課 ℡ ７２-１１１１ 支庁瀬戸内事務所福祉課 ℡ ７２-０１８６ 

☆ 特別障害者手当制度について ☆ 



広報せとうち（1７）   １０月１１日（日） 第２５回町民体育大会 

 
 
 

 
【発売期間】９月28日(月)～10月16日(金) 

【抽 選 日】１０月２３日(金) 

この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや地域住民の福祉向上等のために使われます。 

☆ 平成２１年度自衛官等募集案内 ☆ 

   （注）※１：平成 22 年 3 月中学校・高等学校卒業予定者、中等教育学校前期課程終了予定者又は中等教育学校卒 

業予定者の受付については、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。 

         ※２：平成２２年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成 

２１年９月１６日以降に行います。 

 ※３：第１回で採用予定数を採用した場合、第２回は実施しない場合があります。 

 ※４：仮合格者名簿の状況により、実施しない場合があります。 

   その他、詳細については、それぞれの募集要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。 

◎ 問い合わせ先 自衛隊奄美大島駐在員事務所  ℡ 0997-53-9103 

役場総務課消防防災係     ℡ 72-1111（内線 178） 

募 集 種 目 資    格 受 付 期 間 試 験 期 日 

 

予備 

自衛官補 

 

 

 

一般 １８歳以上３４歳未満の者 
７月２１日～１０月９日 

※３ 

 

１０月１７～１９日 

技能 
１８歳以上で国家免許資格等

を有する者  

 航 空 学 生 高卒（見込含）２１歳未満の者 
８月１日～９月１１日 

※１ 

１次９月２３日 

２次１０月１７～２２日 

３次１１月１４日～ 

１２月１８日 

 一般曹候補生 １８歳以上２７歳未満の者 
８月１日～９月１１日  

※１ 

１次９月１９日 

２次１０月８～１５日 

 

 

 

２等 

陸・海・空士 

 

 

 

男子 

 

１８歳以上２７歳未満の者 
年間を通じて行っており 

ます。     ※１ 

受付時にお知らせします。 

※２ 

 

女子 

 

１８歳以上２７歳未満の者 
８ 月 １ 日 ～ ９ 月 １ １ 日  

※１ 

受付時にお知らせします。 

※２ 

９月２７・２８日 

  

防衛大学校

学生 

 

 

推薦 
高卒（見込含）21 歳未満の者

（高等学校長の推薦等が必要） 
９月５日～９月９日     ９月２６・２７日 

  

  
一般 

高卒（見込含）21 歳未満の者 

（自衛官は 23 歳未満） 

９月７日～１０月２日  

※１ 

１次１１月７・８日 

  ２次１２月１５～１９日 



１０月１１日（日）第２５回町民体育大会          広報せとうち（18） 

9月 2009年(平成21年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

30 31 1 2 3 4 5 

 

◇旧盆 ◇旧盆 ◇旧盆 

 

◇きゅら島

キラメキス

クール開校式 

 

 

6 7 8 9 10 11 12 

 

◇運動教室 ◇母子相談 

◇元気な笑

顔教室（中公） 

◇母親学級① 

 

◇１歳6箇月

検診 

◇元気な笑

顔教室（清水） 

 

◇きゅら島

キラメキス

クール（中公） 

◇でぃ～う

もろー会（俵） 

13 14 15 16 17 18 19 

 

◇元気な笑

顔教室（久慈） 

 

◇元気な笑

顔教室（中公） 

◇母親相談 

◇元気な笑

顔教室（篠川）

◇母親学級② 

◇男の料理

教室 

◇県病院巡回

診療（請与路） 

◇きゅら島キ

ラメキスクール 
◇でぃ～う

もろー会（芝） 

◇青少年育

成の日 

◇地産地消

朝市（海の駅） 

◇でぃ～うも

ろー会（諸鈍） 

20 21 22 23 24 25 26 
◇家庭の日 

◇町内各学

校運動会 

敬老の日 

 

国民の祝日 

 

秋分の日 

 

◇６箇月健診 ◇きゅら島キ

ラメキスクー

ル（中公） 

 

27 28 29 30 1 2 3 
◇町内各学

校運動会 

 

◇元気な笑

顔教室（中公） 

◇母子相談 

◇結核相談 

◇母親学級③ 

  

 きゅら島キラメキスクール、でぃ～うもろー会、母子相談、運動教室、各種健診・相談 

 元気な笑顔教室、母親学級、巡回診療、男の料理教室の問い合わせは、保健福祉課へ 

 青少年育成の日、家庭の日の問い合わせは、社会教育課へ 

 ２０日運動会の問い合わせは（秋徳小中・池地小・阿木名小中・古仁屋中・俵中）各学校へ 

 ２７日運動会の問い合わせは（久慈小中・篠川小中・押角小中・諸鈍小中・伊子茂小中・与路小中・

油井小中・嘉鉄小）各学校へお願いします。 

  

☆ 社会教育課からのお願い 
毎月第３日曜日は、市街地自治会清掃の日となっています。 

家族で、自治会で、家の周りや公園等の公共で使用する場所の清掃に取り組みましょう！ 
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「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 7月

に届けられた分

のうち、希望者の

みを掲載していま

す。 （敬称略） 

お
誕
生 

 
 

お
め
で
と
う 

 
 

名 

前 
 

保
護
者 

住
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

元 
 

颯
菜

そ

な 

尚
得 

古
仁
屋 

林 
 

頼
人

ら

い

と 

健
二 

瀬 

相 

保
岡 

優
人

ゆ

う

と 

直
人 

阿
木
名 

◇ 
 

沙
羅

さ

ら 

丈
太
郎 

嘉 

鉄 

平 

琥 こ

太
郎

た

ろ

う 

貴
秀 

瀬 

相 

安
田 

璃
央

り

お 

茂
春 

手 

安 

藏
園 

琴
葉

こ

と

は 

光
輝 

清 

水 

安
田
ゆ
ら
ぎ 

一
康 

古
仁
屋 

上
村 

理
仁

り

ひ

と 

祐
司 

手 

安 

小
西 

瑛
汰

え

い

た 

正
文 

古
仁
屋 

 

ご
結
婚 

 
 

お
め
で
と
う 

名 

前 
  

 

本 

籍 

満 
 

拓
也 

 

奄
美
市 

茂
岡 

綾 
 

 

西
阿
室 

 

泉 
 

雅
彦 

 

伊 

須 

中
林
佐
知
子 

 

諸 

鈍 

 

保
枝 

力
也 

 

古
仁
屋 

米
田
つ
ぐ
み 

 

古
仁
屋 

 

お
悔
や
み 

 
 

申
し
上
げ
ま
す 

 

氏 

名 
 
  

年
齢 

 

本 

籍 

重
村 

昌
成 

７９ 
松 

江 

古
澤
ミ
ツ
ヱ 

９１ 

船 
津 

弓
削 

武
志 

８８ 

久 
慈 

久 
 

清
光 

８２ 

諸 

鈍 

勇 

勝
四
郎 

６９ 

古
仁
屋 

田
中 

有
義 

８０ 

古
仁
屋 

直
田
サ
エ
子 

８６ 

西
阿
室 

永
井 

玉
利 

７９ 

沖
縄
市 

泉 
 

実 
 

５７ 

実 

久 

 

香
典
返
し(

社
協
へ)

７
月
分 

（
遺
族
） 

（
故
人
） (

住
所)  

泰
山 

義
郎 

ミ
ヨ
コ 

清 
 

水 

服
部  

京
子 

古
澤
ミ
ツ
エ 

船 
 

津 

田
中
美
和
子 

有
義 

船 

津 

柳 
 

博
美 

幸
男 

俵 

合
計 

金
６
０
，
０
０
０
円
也 

一
般
寄
附(

社
協
へ) 

住
所 

 

（
氏
名
） 

 
 
 
  

テ
ゥ
リ
て
ぃ
ー
企
画 

 
 
  

代
表 

屋
田
和
秋 

高 

丘 

合
計 

金
５
，
０
０
０
円
也 

 

広
報
紙
郵
送
料 

 

 

（
氏
名
）  

 
 
 
 (

住
所)  

東 

幸
男 

一
万
円 

徳
之
島
町 

榮 

清
三 

五
千
円 

摂
津
市 

             

 

｢

任
意
加
入
を
ご
存
知
で
す
か｣

？ 

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
な
い
と
満
額
（
７
９
万
２
千
百
円
）
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
六
十
歳
ま
で
の
間
に
未

納
期
間
が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
未
納
期
間
に
応
じ
て
年
金
が

減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
ど
う
し
よ
う
～
。」
と
思
っ
た
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。 

 

任
意
加
入
は
、
原
則
と
し
て
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
加

入
で
き
ま
す
。
未
納
期
間
が
多
く
、
年
金
額
が
少
な
い
人
は
、

自
分
の
未
納
期
間
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
た
だ
し
、

厚
生
年
金
保
険
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）、
共
済
組
合
（
公
務
員

等
）
の
被
保
険
者
（
第
二
号
被
保
険
者
）
の
方
は
、
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の

納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
二
十
五
年
以
上
必

要
で
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
七
十
歳

に
な
る
ま
で
任
意
加
入
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
昭
和
四
十

年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。） 

 

任
意
加
入
は
申
請
し
た
月
か
ら
の
加
入
と
な
り
ま
す
。 

加
入
手
続
き
は
、
町
役
場
町
民
課
国
民
年
金
係
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

☆ 地上デジタル放送を見るための簡易なチューナー 

給付などの支援について 

総務省では、経済的な理由等で地上デジタル放送が見ら

れない世帯（ＮＨＫ受信料全額免除世帯）に対して、簡易

なチューナーを無償給付するなどの支援を行います。 

支援開始は平成２１年秋以降を予定しています。 

【問い合わせ先】総務省地上デジコールセンター 

℡ ０５７０-０７-０１０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年金キャラクター

「もくもく」  

ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 



１０月１１日（日）第２５回町民体育大会          広報せとうち（20） 

～
団
員
・
家
族
約
５
０
人
～ 

 

６
月
７
日
、
消
防
団
員
と
そ

の
家
族
約
５０
名
で
、
海
の
駅
か

ら
コ
ー
ラ
ル
橋
付
近
の
清
掃
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
清
掃

は
、
福
井
団
長
が
、「
よ
り
住
み

や
す
く
火
災
の
少
な
い
町
」
に

出
来
れ
ば
と
団
員
に
呼
び
か
け
、

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後

も
、
隔
年
（
操
法
大
会
の
無
い

年
）
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。 

作
業
後
は
、
親
睦
を
兼
ね
、

古
仁
屋
小
学
校
体
育
館
で
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
競
技
を
行
い
交
流
を

図
り
ま
し
た
。 

       

 

～

男

女

総

合

４

位

～ 

７
月
１１
日
、
１２
日
第
５０
回

大
島
地
区
大
会
が
、
奄
美
市
外

の
各
町
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

本
町
で
は
、
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

２
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両

競
技
と
も
白
熱
し
た
試
合
が
展

開
さ
れ
、
地
元
選
手
の
プ
レ
ー

で
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。 

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
優

勝
し
た
奄
美
市
に
破
れ
、
３
位

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
、
決
勝

戦
で
宇
検
村
に
破
れ
、
２
位
と

残
念
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
初
優
勝

す
る
な
ど
参
加
競
技
全
体
で
健

闘
し
総
合
４
位
に
入
り
ま
し
た
。 

      

～
板
付
け
舟
で
海
峡
を
～ 

 

７
月
１８
日
、
古
仁
屋
中
学
校

（
上
野
潤
一
郎
校
長
）
３
年
生

７９
人
は
、
毎
年
恒
例
の
板
付
け

舟
で
、
古
仁
屋
か
ら
ス
リ
浜
ま

で
渡
る「
大
島
海
峡
横
断
大
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
す

る
保
護
者
た
ち
は
、
１
６
７
名

2
箇
月
前
か
ら
準
備
に
入
り

生
徒
達
以
上
に
、
こ
の
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

生
徒
達
は
、
保
護
者
の
期
待

を
背
に
、
約
３
・
２

キ 

 

ロ

先
の
ス

リ
浜
目
指
し
出
発
し
ま
し
た
。 

～
皆
既
日
食
ツ
ア
ー
客
へ
郷
土
芸
能
披
露
～ 

 

７
月
２２
日
、
町
観
光
協
会
主

催
の
皆
既
日
食
日
帰
り
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
、
観
光
客
を
招
待

し
、
皆
既
日
食
後
夜
祭
が
、
せ

と
う
ち
海
の
駅
で
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
「
島
あ
す
ぃ
び
の
夕

べ
」
と
題
し
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

新
民
謡
、
八
月
踊
り
、
島
唄
、

油
井
豊
年
踊
り
と
盛
だ
く
さ
ん

の
芸
能
に
、
皆
既
日
食
と
共
に

瀬
戸
内
の
一
夜
を
満
喫
し
た
観

光
客
た
ち
で
し
た
。 

～
町
内
全
域
で
清
掃
作
業
～ 

７
月
１９
日
、
県
下
一
斉
に
青

少
年
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
が
行

わ
れ
、
本
町
も
子
ど
も
会
を
中

心
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
各

集
落
、
各
団
体
の
方
々
が
環
境

美
化
、
快
適
な
環
境
作
り
の
た

め
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

第

５０

回

大

島
地

区

大
会

せ

た

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

消

防

団

清

掃

作

業

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

皆

既

日

食

後

夜

祭

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

青
少
年
ふ
る
さ
と
美
化
活
動

伝
統
の
サ
ン
ガ
ツ
サ
ン
チ 

清掃作業中の消防団員たち 

選手宣誓永井選手 

大

島

海

峡

横

断

大

会

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

 

スリ浜目指し元気に出発 

オープニング ケイキフラ 

普段遊んでいる公園の清掃 練習場の周りを清掃 



広報せとうち（21）  １０月１１日（日） 第２５回町民体育大会 

～
建
築
協
会
が
清
掃
作
業
～ 

 

建
築
協
会
は
小
さ
な
団

体
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
み

な
と
祭
り
の
翌
日
に
桟
橋
周
辺

の
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
海
の
駅
対
岸
の
舟

揚
場
周
辺
を
清
掃
し
ま
し
た
。 

竹
山
商
建
・
治
野
建
設
・ 

平
島
建
設
・
安
田
工
業
・ 

房
組
の
５
業
者
が
参
加
。 

今
後
と
も
活
動
を
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

～
全
国
議
会
義
長
へ
～ 

７
月
３０
日
、
全
国
都
道
府
県

議
会
義
長
会
議
が
、
東
京
・
都

道
府
県
会
館
で
あ
り
、
金
子
県

議
会
議
長
が
同
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
金
子
議
長
は
、
就

任
挨
拶
の
な
か
で
、「
改
革
と
挑

戦
の
議
長
会
と
し
て
、
強
い
決

意
を
持
っ
て
臨
む
」
と
表
明
し

ま
し
た
。
鹿
児
島
県
か
ら
は
小

里
貞
利
氏
に
次
い
で
２
人
目
。 

～
文
化
関
係
者
訪
問
～ 

 

８
月
３
日
、
第
３３
回
全
国

高
校
総
合
文
化
祭
・
書
道
の
部

へ
出
場
し
た
伊
藤
美
月
さ
ん

（
古
仁
屋
高
校
３
年
生
）
が
、

８
月
１１
日
に
は
、
人
間
国
宝
・

中
村
富
十
郎
さ
ん
の
ご
家
族
の

表
敬
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

み
な
と
祭
り
の
主
役
た
ち

伝
統
の
サ
ン
ガ
ツ
サ
ン
チ

 

ごみ拾いを終えた参加者たち 

金

子

万

寿

夫

氏

就

任

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 議長へ就任した金子万寿夫氏 

表 

敬 

訪 

問 
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７
月
１９
日
、
加
計
呂
麻
地

域
塾(
池
田
啓
一
塾
長)

主
催

に
よ
る
「
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ

in 

加
計
呂
麻
」
が
渡
連
海

岸
で
開
か
れ
ま
し

た
。
夏
休
み
最
初

の
日
曜
日
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
町

内
外
か
ら
多
く
の

若
者
や
家
族
連
れ

が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

第
７
回
目
を
迎

え
る
マ
リ
ン
フ
ェ

ス
タ
は
海
の
遊
び

を
通
し
て
、
海
や

ビ
ー
チ
の
魅
力
を

体
験
し
、
楽
し
い

思
い
出
を
つ
く
っ 

        

て
ほ
し
い
と
、
加
計
呂
麻
地

域
塾
や
加
計
呂
麻
・
請
島
・ 

与
路
島
青
年
団
が
中
心
と
な

っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。 

 

夏
空
の
も
と
、
浜
辺
で
は

元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
達
と
、

木
陰
で
見
守
る
大
人
た
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
が
「
夏
！
本
番
」

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
が
一
番

人
気
で
、
一
時
間
待
ち
と
い

う
状
態
で
し
た
が
、
遊
ん
で

い
る
う
ち
に
時
間
が
経
ち
、

順
番
待
ち
も
気
に
な
ら
な
い

様
子
で
し
た
。 

          

水水のトトララブブルルすぐに解解決決！！  
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店 

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃 

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表取締役 重 村 太 三 

瀬久井  （７２）－１２２８ 

歳歳のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会  

★歳の祝…名前入り舞台幕、記念撮影サービス 

ちゃんちゃんこ、ひむんセットサービス 

★ 法 事…お供えセット、記念撮影サービス。 

★ 郷土料理…いのしし焼肉・夜光貝・伊勢エビ 

料金はご予算に応じます 

郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日  ℡ 72-2276  fax 72-1708  

  

地地デデジジ瀬瀬戸戸内内局局放放送送開開始始ししててまますす。。  
地デジもケーブルテレビで見られます。 
 地デジのことなら 

瀬戸内ケーブルテレビ㈱ 
古仁屋船津 1-1 ℡ ７２－４３４１   

データ放送で 

欲しい情報が 

すぐ見られる！ 

編 集 後 記 
 ７月２２日、国内では、４６年ぶり
に観測された皆既日食を見るために、

奄美大島や喜界島に、国内外から約 
１万７５００人が来島しました。 

そして、世紀の瞬間、自然に空を見
上げた町民の方も多かったのでは？ 

残念ながら、天気に恵まれず、お目
当てのダイヤモンドリングを拝むこと
はできませんでしたが、真昼の暗闇を
体験し、自然の神秘さを感じたのでは
ないでしょうか？ 

さて、奄美は日食ツアーで来島した

観光客をはじめ、ＴＶ放送や新聞報道
により、全国的に知れ渡り、認知度が
ＵＰしたと思います。この期を逃さず
二の矢をつぎ、一過性ではない“本物”
(自然・食など)をアピールできれば固定
客をつかめるのではないでしょうか。 

一番人気のバナナボート 

宝探しに集まった子どもたち 
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